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1.3 複合化対象施設

横浜国際プール

©株式会社パスコ ©ジオテクノロジーズ株式会社

０ 敷地と建物の概要 ～広域地図～
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1.3 複合化対象施設０ 敷地と建物の概要 ～計画地の状況～
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●配置図
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●１階平面図
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０ 敷地と建物の概要 ～既存施設の概要～



N
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０ 敷地と建物の概要 ～既存施設の概要～

●２階平面図 ●３階平面図
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０ 敷地と建物の概要 ～既存施設の概要～

室場名 規模 備考

メインアリーナ

メインプール(５月上旬～９月下旬)
50m×10コース(国際公認プール)
観客席:約4,000席

ダイビングプール(５月上旬～９月下旬)
25m×25m(国際公認プール)

スポーツフロア(10月中旬～４月上旬)
3,330㎡

テニスコート５面、バドミントン20面

【年間利用形態】

４月上旬～下旬：床転換

(休業：29日間)
５月上旬～９月下旬：プール
９月下旬～10月中旬：床転換
(休業：26日間)

10月中旬～４月上旬：スポーツフロア
→営業期間は年間約10か月のみ

サブプール（通年） 50m×コース(一般プール) 観客席:355席 大会利用、団体利用、個人利用、自主事業（教室）

レストラン 133.7㎡ 平成28年にレストラン営業は終了

トレーニングルーム 270㎡ 有酸素系マシン22台、筋力トレーニングマシン15台等

サブアリーナ 624㎡ バドミントンコート3面

多目的ホール 210㎡

会議室３室 99.9㎡（48席）、58.3㎡（24席）、75.4㎡（24席）

多目的コート（屋外) テニスコート２面

駐車場 270台



１ 横浜国際プールの目指す姿とリニューアルビジョン

子どもたちが多様なスポーツを体験し 成長する場として
小さな子どもも一緒に 親子がゆとりの時間を過ごせる場として

市民の皆様がスポーツを通じた交流を重ね にぎわいが生まれる場として
そして

誰もが共に多様なスポーツを楽しめるインクルーシブなスポーツ拠点として
より開かれた 多くの市民の皆様に喜ばれる施設へと生まれ変わります
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〇横浜国際プールの目指す姿



１ 横浜国際プールの目指す姿とリニューアルビジョン

〇リニューアルビジョン

次世代を育む複合型スポーツアリーナ
～子どもが主役の夢とにぎわいが生まれる場所に～

④障害の有無などに関わらず
誰もがスポーツを楽しむ場

③スポーツを通じた市⺠の
コミュニティスペース

①親⼦の遊びと
ゆとりの居場所づくり

②市内⼩中⾼⽣が集う
スポーツの拠点

誰もが共に
多様なスポーツを

楽しむ場
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〇４つの視点

未来への負担を減らした持続可能な施設へ



２ これまでの検討経過

平成10年７月の開館から25年以上が経過し、施設の老朽化によりプール設備や
空調設備等の大規模な設備更新が必要なタイミングを迎えているほか、利用者の
安全性確保のためメインアリーナの特定天井脱落対策工事の実施が必要です。
また、令和３年度の包括外部監査では、メインアリーナを夏季はプール、冬季

はスポーツフロアとして使用する運営方法（床転換）について、転換作業にかか
る費用（年間約5,100万円※令和２年度実績）やこれに伴う休館期間に対する経済性
の観点からの課題が示されました。
開館から現在までの間には、価値観の多様化や技術革新が進み、ライフスタイ

ルの変化に応じたスポーツの機会の確保や、映像や音声を活用した多様なスポー
ツ観戦手段等、社会ニーズの変化への対応が求められています。
併せて、資産経営にあたっては、令和４年度に策定した「横浜市の持続的な発

展に向けた財政ビジョン」に基づき、公共施設が提供する機能・サービスを持続
的に維持・向上させるため、保全・運営の適正化、規模の効率化、財源創出の３
つの原則により公共施設マネジメントを推進していく必要があります。
大規模な設備更新にあたっては、本施設が持つポテンシャルを活かしながら、

より多くの市民の新たなニーズに対応する魅力的な施設へと転換を図る必要があ
ります。

（1）検討の背景（1）検討の背景

9メインアリーナの特定天井

床転換工事の様子



（2）⽼朽化や機能⾯の具体的な課題（2）⽼朽化や機能⾯の具体的な課題
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・大型ビジョンの老朽化
電灯が切れていて点灯しない箇所がある（生産終了のため交換不可）など、大会運営
に支障が出ています。

・入退場ゲートの老朽化
経年劣化が進み、部品供給も終了しており、今後故障した場合の修繕ができない可能性
があります。故障した場合、入退場の管理を人力で行う必要があり、延長料金の徴収
も困難になるなど施設運営に大きな負担が生じます。

・メインプール床の老朽化
竣工時に整備された押出成形コンクリート板（ALC板）はプール時とフロア時の湿潤と
乾燥の繰り返しにより劣化が進み、割れやヒビが生じています。令和３年度からは、
部品供給が終了したため、繊維強化プラスチック板（FRP板）への交換を行っています
が、高額な交換費用が課題となっています。

・その他耐用年数を大幅に超えているもの
メインアリーナ・サブプールの空調設備、ろ過機、熱源設備等

２ これまでの検討経過

大型ビジョンの球切れの状況

メインプール床のひび割れの状況



（1）横浜国際プール再整備事業計画(素案) 令和6年6⽉公表（1）横浜国際プール再整備事業計画(素案) 令和6年6⽉公表
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横浜国際プール再整備事業計画（素案）は

こちら ⇒横浜市ホームページ：

https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-
bunka/sports/shinko/saiseibi/pool/ikenbo
shu.html

３ 素案についていただいたご意見



３ 素案についていただいたご意見

（2）市⺠意⾒募集（2）市⺠意⾒募集
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【実施概要】
意見募集期間 ：令和６年６月24日（月）～７月31日（水）
応募方法 ：インターネット入力フォーム（電子申請システム） 、「横浜国際プール再整備

事業計画（素案）概要版」に添付のはがき、FAX、電子メール
資料の配架場所：市民情報センター、市内 18 区役所区政推進課広報相談係、

各市立図書館、各区スポーツセンター、横浜国際プール

【意見数】

インターネット
入力フォーム

はがき
（郵送）

FAX 電子メール 合計

2,344通 842通 3通 19通 3,208通 7,434件
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３ 素案についていただいたご意見

（2）市⺠意⾒募集（2）市⺠意⾒募集
⾃由意⾒欄 いただいたご意⾒

メインアリーナ
へのご意見

・通年スポーツフロア案に賛成です。コスト削減でき、今より幅広い用途での利用
も期待できます。

・サブプールがあれば、メインプールは必要ない。メインプールは利用している人
は少ないし、維持する費用がもったいない。

・国内で見てもまだ貴重な50mプールであり、大きな大会の会場としても利用される
重要な施設だと感じている。

サブプールへの
ご意見

・サブプールのテコ入れはしっかりやる必要がある。特にアップ用のプールをどう
設えるか、検討のしどころ。しっかり考えてほしい。

・観客席を増やし、プールとして存続を希望。ある程度の大会を開催出来るように
すれば良いと思う。市民への解放も含め、プールとして水泳の発展を。

・残るサブプールは、可能な大会をしっかり実施できるよう、可能な限りの機能向
上を図らなければならないと思います。アッププール、観客席、空調、ビジョン、
バリアフリーなど、きめ細かく配慮する必要があると思います。
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３ 素案についていただいたご意見

（2）市⺠意⾒募集（2）市⺠意⾒募集
⾃由意⾒欄 いただいたご意⾒

マンガライブラ
リー・屋外遊具
等に対する
ご意見

・利用用途が広がるのはいいと思う。地域のコミュニティの場として利用したい。
・様々な人が集まる場所になることは地域にとっても大歓迎です。いろんな交流が

生まれるチャンスになりそうです。

その他再整備に
対するご意見

・貴重な竹林を有し自然環境に恵まれた素晴らしい立地を有効に活用した、改築と
なるよう願っている。 北山田駅からのアクセスについても更に検討してほしい。
高齢者にとっては改築にかかる時間も惜しいが、国際プールが生まれ変わる日を
心待ちにしている！

・北山田駅からのアクセスが階段を登る他ないのでそれを改善できたらと思う。
（健康な人は問題ないが、車椅子の人はアクセスが難しい）



３ 素案についていただいたご意見

（3）地域の皆様との意⾒交換（3）地域の皆様との意⾒交換
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令和６年６月～７月にかけて、都筑区連合町内会自治会の地区連合町内会自治会会長の皆様や、本施設
が位置する連合町内会自治会、自治会町内会、地域の商業振興会に素案の内容についてご説明し、意見交
換を行いました。

項目 主なご意見

施設

改修

・できるだけ早急に進めて早く工事が終わるようにしてほしい。
・障害者の方や子育て世帯にとってもサブプールを使いやすくしてほし
い。

施設の

活用

・横浜国際プールを皆が楽しめる場所にしてほしい。今は、施設内を利
用する人が多いが、利用者が限られている。

・基本的に賛成の考えである。若い世代が使う施設になることがいい。

・屋外のスペースを活用して、外でも遊べるようにしてほしい。どこに
もないような画期的な遊具を設置し、試合を観なくても遊びに来られ
るような場所になると良い。

周辺
・北山田駅からのアクセスについて障害のある方は苦労している。ス
ロープを障害のある方も自力で上がれるようにするなど改善してほしい。

・駅から国際プール、山田富士公園までのアクセスを改善してほしい。



３ 素案についていただいたご意見

（4）地域の⼦どもたちへのアンケート（4）地域の⼦どもたちへのアンケート
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〇横浜国際プール周辺の近隣小学校３校・中学校１校へのアンケート調査を行いました。

問１この施設のなかでどんなことがしたいですか？ 問２この施設のなかにどんな場所があるといいですか？

※各設問に対しいただいたご意見の中にあるキーワードを抽出し、キーワードを件数に応じ文字の大きさで表現しました。
文字が大きいものほどご意見が多かったキーワードです。青字は名詞、赤字は動詞を表しています。

問1では、「練習」、「スポーツ」というキーワードの登場回数が多く、具体的なスポーツとして「バスケ」「バレーボー
ル」「水泳」が多くみられました。 問2では、「宿題」「勉強・自習」というキーワードが最も登場回数が多く、スポーツ
だけではなく、学習に取り組む場所を求める意見がみられました。



４ 再整備の内容

・体育館の利用ニーズに対応するため、メインプールを廃止
して通年スポーツフロアに改修し、障害の有無などに関わ
らず誰もが多様なスポーツを実施できる施設として、市民
のスポーツの場を拡充します。

・年間を通じて、スポーツ大会の開催や小中高生の様々な催
事に対応します。

・利用状況に応じて、室内の一部にエア遊具を設置するなど
親子で楽しめる場を作ります。

・様々なスポーツ興行にも対応可能となるよう、現在最も要
求水準の高いB.PREMIERクラブライセンス交付規則［ホー
ムアリーナ基準］に沿って大型映像装置、空調・音響設備
改修等のアリーナ機能の拡充とスイート・ラウンジやファ
ミリー席等の整備を行います。

（1）メインアリーナの通年スポーツフロア化（1）メインアリーナの通年スポーツフロア化
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席数 約5,000席→6,000席以上（可動席を含む）

主な
整備内容

大型映像装置更新・設置、空調設備更新、音響設備更新、スイート・ラ
ウンジやファミリー席等整備、特定天井脱落対策 ファミリー席整備イメージ



・長水路（50ｍ）を生かしながら、観客席の増設、映像装
置、空調設備の改修等を行います。

・観客席を現状の355席から約２倍の700席程度まで増設し
ます。

・エントランスからプールサイドまでのバリアフリー動線
を確保し、だれでも更衣室、バリアフリートイレの設置
などを行います。

・後述の練習用プールと併せ、公益財団法人日本水泳連盟
の定める公認プール施設要領に記載の国内プールAを念
頭に整備します。

（2）サブプールの機能強化（2）サブプールの機能強化
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席数 355席→700席程度

主な
整備内容

映像装置更新、空調設備更新、
バリアフリー動線の確保、だ
れでも更衣室、バリアフリー
トイレの設置

４ 再整備の内容

※国内プールAに必要な設備等の例
施設 ：50ｍ８レーン以上、レーン幅 2.00m～2.50m

水深 1.35 m 以上
練習施設：50ｍプールまたは 25ｍプールを併設する
観客席 ：800 席以上とすることが望ましい



整備場所

・だれでも更衣室、バリアフリートイレ、多目的スペース等の付帯設

備を持つ、インクルーシブな視点を踏まえた練習用プールを整備し

ます。

・サブプールでの大会開催時のウォーミングアップやクールダウン用

のプールとしての利用や、水泳教室での利用等を想定しています。

（3）練習⽤プールの整備（3）練習⽤プールの整備
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仕様 25ｍ×5レーン

付帯設備 だれでも更衣室、バリアフリートイレ、多目的スペース等

■練習用プール整備場所

４ 再整備の内容



・幅広い世代が自由に訪れ交流ができ、子どもたちが学習等もできるスペースとしてコミュニケーショ
ンスペースを設置します。

・スポーツマンガライブラリー等、休憩コーナーを改修して子どもたちがスポーツに親しめる場を作り
ます。

・敷地全体で、地域の皆様がいつでも立ち寄れ、また来たくなるスポーツと健康づくりの場となるよう、
屋外遊具を設置し、質の高い、インクルーシブな遊び場を作ります。

（4）⼦どもや親⼦が楽しめる空間の整備（4）⼦どもや親⼦が楽しめる空間の整備

20主な設備
書架スペース、閲覧スペース、ベビールーム（授乳室等）、
コミュニケーションスペース、屋外遊具

■スポーツマンガライブラリー設置イメージ ■屋外遊具設置イメージ

４ 再整備の内容

再整備前 再整備後イメージ



・脱炭素化の推進

太陽光発電、高効率空調設備、照明のＬＥＤ化等を導入し、持続

可能な都市の実現を目指し、本市が進める脱炭素化を推進します。

・地域防災力の向上

広い敷地を生かし、引き続き、大規模災害時に帰宅困難者を一時

的に受け入れ、休憩場所のほか、可能な範囲でトイレ、水道水等や

情報の提供を実施する「帰宅困難者一時滞在施設」として機能し、

市民の皆様だけでなく、この街を訪れる方々が安心して過ごせるま

ちづくりを進めます。

あわせて、施設を地域の防災訓練等で活用し、日常的に防災意識

向上と地域の連携強化を図れるよう、かまどベンチやソーラー街路

灯等を設置します。

（5）脱炭素・防災⼒向上（5）脱炭素・防災⼒向上
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かまどベンチイメージ

ソーラー街路灯イメージ

４ 再整備の内容



北山田駅から横浜国際プールまでのアクセスルートのうち最短のルートには、高低差が約17メートル
（６階建て建物の屋上高さに相当）の階段があり、バリアフリーが確保されていないため、車いす使用
者やベビーカーではアクセスできないことが課題となっています。
バリアフリーの観点から３案（斜行モノレール、エレベーター、スロープ）の整備手法を検討した結

果、コスト、輸送力、使いやすさ等の点から、斜行モノレールを整備します。

（6）⼈にやさしいアクセス環境の整備（6）⼈にやさしいアクセス環境の整備
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◎ 〇 △

斜行モノレール エレベーター スロープ

評価

エレベーターとほぼ同様の操作で

運用可能。工期が短く施工範囲も

最小限となり、周辺への影響が少

ない

使い慣れた移動手段で運用もス

ムーズ。建築と橋梁共に大規模な

工事が必要となる

総長370ｍの傾斜路はバリアフ

リーの基準を満たしても利用上の

課題がある

仕様
・定員：16名、エアコン完備

・バリアフリー(車いす)対応

・定員：11名、エアコン完備
・バリアフリー(車いす)対応

・バリアフリー基準に適合す
る緩やかなスロープ

・総長：約370m

４ 再整備の内容



（7）再整備による運営費等の削減効果（7）再整備による運営費等の削減効果

23

４ 再整備の内容

床転換を継続

（現状維持）

通年プール化の

場合

通年スポーツ

フロア化の場合

現状と通年スポーツ

フロア化の場合の差

運営費 約6.0億円／年 約5.6億円／年 約5.7億円／年 ▲約0.3億円／年

光熱水費 約3.0億円／年 約3.7億円／年 約2.4億円／年 ▲約0.6億円／年

支出合計 約9.0億円／年 約9.3億円／年 約8.1億円／年 ▲約0.9億円／年

利用料収入 約4.0億円／年 約4.1億円／年 約4.7億円／年 約0.7億円／年

横浜市

負担分

指定管

理料等
約5.0億円／年 約5.2億円／年 約3.4億円／年 ▲約1.6億円／年

保全費 約0.9億円／年 約0.9億円／年 約0.6億円／年 ▲約0.3億円／年

合計 約5.9億円／年 約6.1億円／年 約4.0億円／年 ▲約1.9億円／年

※現時点での試算であり、今後、事業内容等の精査により変動します



（8）再整備と運営等に⾒込まれる概算額（8）再整備と運営等に⾒込まれる概算額
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４ 再整備の内容

通年スポーツフロア化する場合の再
整備費用は、床転換を継続する場合の
再整備費用よりも、約26億円多くかか
る見込みです。一方で、通年スポーツ
フロア化する場合のランニングコスト
は、床転換を継続する場合よりも、約
74億円削減できる見込みです。

そのため、再整備と運営等（39年
間）に見込まれる概算額は約48億円削
減できる見込みです。 通年スポーツフロア化の

整備費は約26億円多い

通年スポーツフロア化に
より、再整備と運営等
（39年間）に見込まれる
概算額は約48億円の削減

通年スポーツフロア化の
保全費、指定管理料は
床転換を継続する場合
より約74億円少ない

再整備費
老朽化した施設を

リニューアルするため
の費用等

指定管理料
保全費
将来に見込まれる
ランニングコスト

床転換を継続
(現状維持)

通年
プール化

通年スポーツ
フロア化

【再整備と運営等（39年間※1）に見込まれる概算額※2】

約74億円

約230億円 約238億円 約156億円

約74億円 約100億円

約304億円

約256億円

約312億円

※1施設を70年間利用する場合の残りの耐用年数の想定
※2現時点での試算であり、今後、事業内容等の精査により変動します



（9）地域の魅⼒向上（9）地域の魅⼒向上

４ 再整備の内容

１ まちの魅力向上

再整備にあわせて、周辺施設との連携策等、

本施設が地域と一体となり、まちの魅力の向上

に寄与するための取組を検討します。

２ ジョギングや自転車利用環境の整備

エリア全体でスポーツに親しみ、健康増進、

まちの活性化につながる取組を検討します。

⼭⽥富⼠公園

東⼭⽥⼩学校



民間事業者との連携により、より効率的か

つ効果的な施設整備や魅力的な施設運営が期

待できること、また、市の財政支出の抑制、

財政負担の平準化を図れることから、PFI方式

を前提に検討を進めていきます。

スケジュールについては今後精査していき

ます。

５ 事業手法と今後の流れ
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６ 施設の名称

再整備の方向性にあわせて、施設の名称についても今後検討を行っていきます。



□リニューアルビジョンと４つの視点を踏まえた敷地・施設の活用アイデア

□収益性を高めるためのアイデア

□地域の魅力向上に向けた取組アイデア

７ グループ対話でお伺いしたい事項
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【次世代を育む複合型スポーツアリーナの活⽤アイデア】【次世代を育む複合型スポーツアリーナの活⽤アイデア】

【事業の実施に向けて】【事業の実施に向けて】
□事業スキーム・事業形態（サービス購入型、独立採算型など）

□最適な事業期間

□事業期間中に心配されるリスクと管理方法

□事業実施条件の検討に際し、市で考慮が必要な事項




